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松江
保103・助79・看1,756・准32

計1,970

出雲
保36・助115・看1,936・准44

計2,131

雲南
保42・助12・看280・准23

計357

大田
保20・助20・看271・准14

計325

浜田
保23・助28・看395・准11

計457

益田
保34・助17・看490・准21

計562

隠岐
保23・助8・看95・准1

計127

合計
保281・助279・看5,223・准146

計5,929（昨年同期：5,915）

　令和初の新年を迎えました。2020年
は子年（ねずみ年）で、十二支の最初の
干支となります。新しく何かがスタート
するときは、いつもワクワクします。皆さ
んにとって、よい年でありますように。
今年もよろしくお願いします。

　皆様あけましておめでとうございます。
地域包括ケアシステム推進の中で、院内
だけではなく地域まで見据えた看護が
求められていると感じています。当地域
の高齢化率は40％以上あり、入院患者

の約7割は退院調整が必要です。患者さんが安心して住
み慣れた場所で生活できるよう支援していくために、多
職種と連携し、患者さん一人ひとりに向き合った看護を
めざして日々努力しているところです。

　当院の地域における役割は、郡内唯一の急性期医療
を維持していくことですが、小児・周産期など不採算に
関わる医療看護の提供も必要な地域です。地域のニー
ズに対応できるよう日々研鑽するとともに、診療看護師
や認知症認定看護師などの活動を充実させ、看護師が
キーパーソンとなって地域につなげていきたいと考えま
す。

島根における看護師基礎教育を考える会
日　時：令和2年2月9日（日）13：00～16：00
会　場：島根県立大学出雲キャンパス　5号館1階　中講義室
講　師：岡島さおり氏　日本看護協会常任理事
シンポジウム：シンポジスト3名

島根県健康福祉部長　吉川敏彦氏
島根県立大学看護栄養学部長　梶谷みゆき氏
松江赤十字病院看護部長　加納さえ子氏

助産師出向支援導入事業報告会
日　時：令和2年3月7日（土）13：00～16：00
会　場：島根県民会館
講　師：日本看護協会常任理事　井本寛子氏

島根県看護協会・看護連盟合同研修会
日　時：令和2年3月20日（金）13：00～16：00
会　場：島根県看護研修センター
講　師：参議院議員　石田昌弘氏

・診療報酬改定の動向を知る
・看護現場の現状や課題についての意見交換

訪問看護出向研修事業報告会
日　時：令和2年3月14日（土）13：00～16：30
会　場：島根大学医学部看護学科N11
講　師：日本看護協会　医療政策部在宅看護課　堀川尚子氏

会員の皆さま専用WEBページ「キャリナース」をぜひご利用ください！会員の皆さま専用WEBページ「キャリナース」をぜひご利用ください！

　キャリナースにご登録いただくと、会員情報の変更や電子会員証の表示機能のほか、都道府県看護協会や日本看護協会で
受講した研修の履歴が確認できます。受講証明書の発行が可能で、資格取得や更新、申請施設への提出などが必要なときに、
研修受講履歴証明書や一覧表も印刷できます。

　看護協会では、会員の皆さまのキャリア構築を支援する会員専用WEBページを提供しています。
（URL：https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101）

　看護協会では、会員の皆さまのキャリア構築を支援する会員専用WEBページを提供しています。
（URL：https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101）

（令和元年12月22日現在）

編編 集集 後後 記記

◆新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・P1
◆理事会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
◆訪問看護ステーション出向研修事業・・P2
◆令和元年度助産師出向支援導入事業が
スタートします！・・・・・・・・・・・・・・・P2

◆島根における看護師基礎教育を考える会・・P3
◆特定行為研修体制事業の推進・・・・・・・P3
◆委員会活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4
◆職能委員会活動・・・・・・・・・・・・・・・・・P5
◆支部活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
◆ナースセンターだより・・・・・・・・・・・・P7.8
◆会員の皆さま専用WEBページ
「キャリナース」をぜひご利用ください！・・P9

◆新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・P1
◆理事会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2
◆訪問看護ステーション出向研修事業・・P2
◆令和元年度助産師出向支援導入事業が
スタートします！・・・・・・・・・・・・・・・P2

◆島根における看護師基礎教育を考える会・・P3
◆特定行為研修体制事業の推進・・・・・・・P3
◆委員会活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4
◆職能委員会活動・・・・・・・・・・・・・・・・・P5
◆支部活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P6
◆ナースセンターだより・・・・・・・・・・・・P7.8
◆会員の皆さま専用WEBページ
「キャリナース」をぜひご利用ください！・・P9

NO.168
2020.01.10

公益社団法人 島根県看護協会

公立邑智病院　看護部長　田形　成美

「地域包括ケアシステム推進の中での看護部の役割」

大田市 /三瓶雲海大田市 /三瓶雲海

9 あかね雲168号

● 研修受講履歴の登録・確認・受講証明書の発行。（2018年度以降）
● 氏名（改姓）、住所、電話番号、勤務先などの会員情報の変更。
● 会員証の再発行手続きや電子会員証の表示。
● 会費納入状況の確認や領収書の発行。　● 協会ニュースの閲覧や文献検索。

キャリナースでできること
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令和元年度助産師出向支援導入事業がスタートします！令和元年度助産師出向支援導入事業がスタートします！

訪問看護ステーション出向研修事業訪問看護ステーション出向研修事業

　皆様には、健やかに新春を迎えられたことと、お慶び申し上げます。

　昨年中は、島根県看護協会事業に、ご支援ご協力を賜り心からお礼申し上げます。

　2019年は新天皇即位により新年号が「令和」となり、新しい時代の幕開けを実感した年でした。そして

今年2020年はオリンピックイヤー。日本で夏季開催されるのは56年ぶり2度目だそうですが、第1回開催の

昭和39年頃は戦後高度成長期の時代、そして今は少子高齢化社会に突入し、さまざまな改革が進められて

いる時代、と社会背景は大きく変化しました。

　島根県看護協会においては、今年創立40周年を迎えます。昭和55年に社団法人島根県看護協会として

設立し、平成23年には公益社団法人への移行を経て、発足当時2,400余名だった会員も、5,929名（令和元

年12月22日現在）になりました。現看護研修センター建設・両親学級開始・県協会立訪問看護ステーション

開設等々、今日に至るまで諸先輩が築かれた偉大な業績に敬意を表します。そして改めて、本会の基本

理念に基づき、今私たち看護職がしなくてはならない事を、しっかり考え進めていかなくてはならないと切

実に感じているところです。会員の皆さまと共に、現場をしっかり捉える「虫の目」、物事の状況を俯瞰して

みる「鳥の目」、時代の流れを読む「魚の目」をもって、それぞれの強みを活かし力を結集して、新たな歩みを進

めて行きたいと考えています。

　少子・超高齢化、人口減と人口構成が大きく変わる中、医療は病院完結型から地域完結型へシフトしつ

つあります。今までの病院中心の看護から、地域全体に目を向け「暮らし」というフィールドに立った看護へ

と広がってきました。地域包括ケアシステムを進める上でも、保健師・助産師・看護師の連携をさらに強め

“県民の健康な生活”に貢献したいと思います。

　折しも今年は、ナイチンゲール生誕200年となります。英国から始まった「Nursing Now キャンペーン」へ

の取り組みが世界中で広がっています。島根県看護協会も「看護の力で健康な社会を！」をメインテーマ

に、看護が直面する課題への取り組みを推進し、看護職が一丸となって社会のニーズに応えるための活動

を進めていきます。

　本年5月16日（土）「看護の日」と「Nursing Now」記念事業を、松江くにびきメッセを会場に同時開催しま

す。多数の皆さんのご来場をお待ちしています。

　本会はこれからも、さまざまな活動を通して、会員・看護職への支援と県民の皆様の健康生活の支援を

行ってまいります。今年も宜しくお願いします。

新年のごあいさつ

理事会報告

【協議事項】１～13すべて承認された。

【報告事項】

1　令和2年度重点政策・重点事業（案）について
2　令和元年度事業報告（委員会・支部・ナースセンター等）
3　令和元年度看護基礎教育を考える会（案）について
4　令和2年度「看護の日」

記念事業・Nursing Nowキャンペーン実行委員会について
5　令和2年度島根県看護協会通常総会　特別講演の講師（案）
6　令和2年度島根看護学術集会について（案）
7　令和2年度認定看護管理者教育課程

(ファーストレベル・セカンドレベル)募集要項（案）

1　日本看護協会第5回理事会並びに第4回法人会報告　　　　　
2　地区別法人会、法人会員連絡会、

地区別職能委員長会・支部役員等研修
3　G20岡山保健大臣会合開催記念事業　　　
4　都道府県看護協会ナースシップ担当者会議

　訪問看護ステーション出向研修事業は、病院の看護師が一定期間、病院に在籍したまま地域の訪問看護ステーションに出向し研修

を行う事業です。昨年度は、島根県のモデル事業として2組の施設が実施されました。今年度からは、島根県看護協会が県の委託事業

としてこの事業を実施しています。

　７月に各施設・訪問看護ステーションから出向事業参加の希望を聞き、マッチング結果は4組となりました。現在、実践中が3組、

終了が1組です。研修中は、1か月毎の振り返り会を開催し、研修の実施状況・到達度の評価・今後の目標設定を行っています。研修中の

看護師は、自宅で生活する利用者さんの生活史を踏まえたコミュニケーションや信頼関係の構築、情報共有の重要性、退院支援や自

施設での看護の評価など多くの気づきがあり、訪問看護ステーションのアドバイスを受けながら研修をすすめます。

　研修にあたっては、訪問看護ステーションの指導者をはじめ職員のみなさまから暖かい指導と支援を受け、目標達成に向けて日々

学びを深められています。

　3月14日（土）には、島根大学看護学科にて報告会を予定しています。多くの方にご参加いただきますようよろしくお願い致します。

5　令和2年度事業計画及び予算要求について
6　協会事務局の事務分掌の変更について
7　協会の動き
8　看護協会会員数・キャリナース登録数 

  8　令和2年度日本看護協会名誉会員並びに
協会長表彰の推薦について　        　　　　　　　 

  9　令和2年度島根県看護協会名誉会員並びに
協会長表彰の推薦について　　　　　

10　令和元年度上期決算（資金収支計算書）の概要、監査報告
11　認定看護管理者教育課程セカンドレベル受講料の変更について
12　令和2年度支部の予算配分額（案）　　　　　　　　　
13　訪問看護ステーションそよかぜの丘に係る

駐車場用地の取得（案）　

◆第5回理事会　令和元年12月4日（水）10:00～15:00

公益社団法人島根県看護協会　会長　秦　美惠子

　常任理事　原　德子

　この事業は、県内の周産期医療と助産師就業先の偏在状況等を把握したうえで、助産師の出向・出向受け入れを実施、助産実践能力

の強化支援、地域における助産師の偏在是正、助産学生の実習施設の確保等を図ることを目的としています。平成25年度は日本看護

協会のモデル事業に参加し、平成26年度からは県委託事業として毎年度取り組んできました。

　今年度は、出向意向調査を実施しマッチングの結果を助産師出向支援協議会に提案して、3組の出向が承認されました。それぞれに

出向調整会議を開催して、出向に向けた具体的な協議と出向契約書を取り交わし、出向開始時期は令和2年1月以降になりました。

　令和2年3月7日（土）に助産師出向支援導入事業報告会を開催します。県内の分娩取扱い施設の皆様、看護師養成機関の皆様、出向支

援導入事業に関心のある皆様のご参加をお待ちしています。

専務理事　徳若　光代
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　常任理事　原　德子
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第12回島根看護学術集会を終えて第12回島根看護学術集会を終えて「島根における看護師基礎教育を考える会」
～ 看護師基礎教育の充実・強化をめざして、看護の未来を創ろう ～

　今、地域包括ケアシステムの構築が急がれており、看護師はこれまで以上に高い能力を発揮することが期待されていま
す。そのためには十分な教育時間を確保し、実践力を向上することが不可欠です。看護基礎教育の充実にむけては、看護関
係者の総意であること、そしてその他関係者との合意形成が欠かせません。
　島根県看護協会は日本看護協会の支援を受け、看護師基礎教育4年制化の意義を浸透させ、その機運をたかめる機会と
して、看護師基礎教育を考える会を開催します。多数のご参加をお待ちしています。

　本事業は、特定行為研修制度の理解を深めると共に、特定行為研修修了者の活動と成果を紹介して、広く特定行為研修
制度の普及促進を目指しています。
　11月23日（土）看護研修センタ―、11月24日（日）浜田いわみーるにて特定行為研修普及啓発セミナ―を開催しまし
た。受講者は、病院・訪問看護ステーション、行政、教育機関等から67名の参加があり活発な意見交換がなされました。

専務理事　徳若　光代

特定行為研修体制事業の推進 常任理事　原　德子

2020年2月9日（日）
13：30～16：00（開場13：00）

島根県立大学出雲キャンパス
5号館 1階 中講義室

（出雲市西林木町151）

● 看護師基礎教育に携わる方
● 医療・看護現場で働く方
● 看護行政に携わる方
● 看護師基礎教育にご関心のある全ての方

講　　　　演　『看護師養成をめぐる現状と課題』　
公益社団法人日本看護協会　常任理事　岡島　さおり

シンポジウム　『島根の看護を支えるために』
シンポジスト : 島根県健康福祉部　部長　吉川　敏彦

島根県立大学看護栄養学部　学部長　梶谷　みゆき
松江赤十字病院　看護部長　加納　さえ子

日時

会場

対象

プログ
ラム

参加費無料
多くの方のご参加を

お待ちします

　今回のセミナーでは、訪問看護ステーションを併設する急性期病院の長門総合病院で、特定行為看護師の導入にあたり、地域
医療の状況から住民の生活ニーズに至るまで徹底的に情報収集、分析し、自施設としてどの区分の特定行為看護師を活用して
いくか検討された経緯を聞くことができました。また、特定行為看護師（在宅ケアモデル研修修了）の方から、在宅医療を支える訪
問看護の実践が報告されました。特定行為看護師が臨床推論に基づいたアセスメント能力を発揮することで院内のロールモデ
ルとなり、看護の質の向上に繋がると言われています。セミナーは急性期病院である当院においても、今後の特定行為看護師の
活動に向けて大変参考になりました。
　当院は令和元年より看護師の特定行為研修を行う指定研修機関となり、3区分に1名ずつ、3名が研修を行っていますが、令和
2年度は3区分5名程度の研修生を募集、養成する予定です。少子高齢多死社会、労働人口の減少に向かっていく中、島根県の地
域や住民のニーズに応えることができるように努めますので、どうぞよろしくお願いいたします。

島根県立中央病院　武田　輝子

　在宅医療のニーズが高まる中、特定行為のできる看護師の役割が非常に大きいことを改めて認識しました。今、保健・医療・介
護どの分野でも地域包括ケアシステムの構築をめざして取組がされています。私が勤務している雲南圏域は全国の中でも医師
少数区域で、医師をはじめとして医療を支える人材の確保が必要とされており、現在医師確保計画や外来医療計画をたてる中
で対策が検討されています。長門総合病院の実践内容を知り、特定行為ができる看護師が増えることは病院等の医療機関だけ
でなく､在宅医療においても大きな力になることがよくわかりました。医師のタスクシフト等も検討される中、特定行為のできる看
護師の役割はますます大きくなると思います。研修修了者が増えることと医療機関や地域で活躍できる環境づくりをすることが
必要であり、そのためにも看護職同士ますます連携していくことが大切であると感じました。

雲南保健所　黒崎　千賀子

看護師の特定行為研修　普及啓発セミナーに参加して

「医療安全推進委員会の活動について」

　令和元年度の医療安全推進委員会は、医療安全管理
者養成講習会と医療安全推進研修会および医療安全管
理者交流会を中心に取り組みました。
　12月14日（土）には、NPO法人COMLの山口育子氏に
よる講演会が島根県との共催で行われました。「みんなで
取り組む医療安全-患者と医療者の協働」をテーマに賢い
患者の在り方、医療者間のコミュニケーションなど、実体
験から感じ、考えられたことなどのお話がありました。山口
氏の歯切れのよい語り口調は、一般の方にも大変わかり
やすく心に届くものでした。
　午後の部は委員会が主体となって「医療安全管理者交
流会」を開催しました。28名の参加者があり、５施設の取
り組みを発表してもらいました。集まった医療安全管理者
からは転倒対策の工夫や、医療安全地域連携加算をきっ
かけとした相互評価後の取り組みについてなど、医療安
全管理者ならではのディスカッションが行われました。

　委員会としては、島根県内の医療安全に関する地域連
携が進んでいき、この取り組みが顔の見える関係作りの
一助となることを期待しています。そして、島根県内の医
療安全文化が醸成されるよう取り組んでいきたいと考え
ています。

医療安全推進委員会委員長　岡田　千秋

看護協会・訪問看護ステーション協会・介護支援専門員協会
合同研修会を開催しました

　11月9日（土）パルメイト出雲において、３協会合同研修
会を開催しました。
　この研修会も４年目となり、毎年恒例の研修会になりつ
つあります。
　今回は約９０名の参加者があり、午前はNHK「あさい
ち」「ためしてガッテン」など多数の番組に出演されてい
る、浦上克哉先生をお招きして「認知症の正しい理解と効
果的な予防」と題して講演会を行いました。
　認知症との共生は、障がいを気にせず地域で暮らすに
は、認知症になっても幸せな社会を作ればいい。予防で
は、定義が変更されて、「なる人を減らす」から「１０年で
1歳発症を遅らせる」になっている。それぞれの症状にあっ
た予防を行うために、中核症状と周辺症状（BPSD）を区

別することが大事で、アセスメントをすることの重要性を話
されました。
　午後からは「地域での困難事例の情報共有と、それぞ
れの立場から今後自分ができることは何かを考える」とい
うテーマでグループワークを行いました。今回は圏域別で
はなく多職種で構成したグループで行い、訪問看護師・病
院看護師・保健師・ケアマネジャー・介護福祉士などいろ
いろな立場から活発な情報交換ができました。
　ますます在宅医療が進められていく中、少しでも永く住
み慣れた我が家・地域で暮らすためには、今回集った様々
な職種の力が不可欠となります。それぞれの顔が見える
関係を構築するためにも、こういった研修が必要だと再認
識できました。

在宅ケア・訪問看護推進委員会委員長　高井　靖子

委 員 会 活 動
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令和元年度助産師職能委員会の活動報告
助産師職能委員長　八澤　京子

あらゆる場で切れ目なくニーズに応じた看護を提供するために
看護師職能Ⅰ委員長　飯塚　淳子

　隠岐支部では講師に
看護協会災害看護担
当・徳若光代専務理事と
隠岐の島町防災担当・
八幡貴之氏を迎えて災
害看護をテーマに研修
会を開催しました。地球規模で自然災害の被害が甚大に
なってきた昨今、「私のところは大丈夫」と思えなくなってき
ています。いつ自分たちが被災者になってもおかしくない状
況です。災害時まずは自分の身を守り、家族の安全を確保
し、初めて周りの人々を支援できると考えます。医療者であ
る我々専門職はその次に何が出来るか研修を通して少し
ですが見えてきたように感じました。そこで研修の参加者
にインタビューしてみました。
Ｑ１研修を受け今後に役立てるとしたら、どんな事が実践
できますか？
Ａ （４０代保健師）「災害発生時にどのような動きをするの
か、予め町の計画やマニュアルを確認しておくなど準備を

することをしておきたい。普段から地域の状況を把握した
り関係作りをしておく事、防災の視点で地域づくりへの支
援に取り組むことが大切。」
Ａ（４０代看護師）「保健師・助産師・看護師それぞれの強み
を活かせる連携、災害時のフェーズにあった支援が必要と
感じた。」
Ｑ２災害支援ナースの役割を知りどう感じましたか？
Ａ （４０代保健師）「被災地ではその現場で求められること
が異なる状況だと思うが、それを判断して行動するのに
は、かなりの知識・経験が必要だと感じた。興味はあります
が、実際に支援に行かれた方の話を聞く機会がほとんどな
い為、もっと話を聴いてみたい。」
Ａ（４０代看護師）「阪神淡路の被災者経験がある為、災害
支援ナースに興味はあるが、今回の研修を受けて相当な
覚悟を持って行かねばと自分が問われる気持ちがした。
生半可な気持ちでは行けないと感じた。」
以上のような意見が聞かれました。今後も継続した研修会
を企画したいと考えます。

　「まちの保健室」を、雲南市、飯南町、奥出雲町での催し
に合わせて企画しました。毎年恒例の飯南町コスモス祭
は台風接近のために中止となりましたが、他２会場は初
めての開催で、健康相談、血圧・血管年齢・骨密度・体脂
肪測定等を実施しました。地域の皆様と健康意識の話題
で会話がはずみ、自己で健康管理をしっかりされている方
の声もきかせていただきました。気軽に立ち寄っていただ
き盛況でした。第1回研修会は、「地域包括ケアにおける
看護の可能性」というテーマで、コミュニティナースとして
活躍されている矢田明子氏に講演をしていただきまし

た。活躍の様子と実践力に感銘を受け、自分たちも何ら
かの形で地域へ貢献したい、しよう、という気持ちを抱き
ました。第2回研修会は、「災害看護」を主題に、「DMAT
の活動、役割・災害支援ナースの登録・災害支援ナース
に求められる能力」について、4名の講師の方々の体験
談や考え方を伺いました。災害看護の学びを深め、職業
人としても地域に暮らす住民としても認識を新たにする
ことができました。これらの支部活動の各場面で、看護職
の役割を啓発しつつ、私たちが地域へ目を向ける意識が
より一層強くなってきているように感じています。

　令和元年度の助産師職能委員会では、例年通り「新人
助産師集合研修」「キャリアアップ研修」「助産師職能集会」
「新生児蘇生スキルアップ講習会」の研修企画と両親学級
の運営を実施しました。今年度は特にキャリアアップ研修
で、重点事業として取り組んでいる包括的母子保健推進
における看護機能の強化、助産実践能力習熟段階レベル
に対応した人材育成を目的とした研修として、初めて日本
産婦人科医会島根県支部と共催で「母と子のメンタルヘ
ルス研修～入門編～」を開催しました。この研修は、日本産
婦人科医会が全国的に開催している研修で、妊産婦に関
わる全ての人が受講対象となっており、多職種で学習でき
る機会となることやアドバンス助産師認証申請可能な研
修でもあることから企画をしました。企画段階では、医師、
保健師と共に島根県の母子に関わるメンタルヘルスの課
題について話し合いながら調整を行い、定員60名のとこ
ろ県内外より医師（産婦人科、精神科）、保健師、看護師、
助産師、社会福祉士、公認心理師等65名（そのうち看護
協会員は35名）の参加がありました。研修では、全国や島

根のメンタルヘルス
における課題や取り
組みの現状を精神
科医師、産婦人科医
師より聞き、ロールプ
レイ、事例検討を通
してそれぞれの職種の立場から、経験や知識の共有を行
いました。多職間での情報共有や、包括的なアセスメントか
らメンタルヘルス緊急時のトリアージ体制の整備、支援
の継続性の保証など助産師に求められること、そして多職
種で取り組むことの必要性等について一緒に検討するこ
とが出来有意義な研修となりました。今回の研修ででき
たネットワークや知識が引き続き母子の安心に繋がるよ
う職能としても取り組んでいきたいと思います。
　令和2年は、初のアドバンス助産師更新の年になります。
今後も、県内各施設で働く助産師達が自身のキャリアアッ
プを目指し、地域の母子保健の質を維持していけるよう支
援していきたいと思います。

　令和元年11月30日（土）JNAクリニカルラダー活用の実
際を学び、自施設の人材育成につなげることを目的として
研修会を開催し、36名の参加がありました。
　兵庫県の新国内科医院の看護師長として主に地域医
療・看護をベースとして活動し、日本看護協会の教育委
員としてラダー開発に携わっていらっしゃる宇野さつき氏
にJNAラダーの開発の経緯、目的、活用方法例など具
体的にご講演いただきました。
　人々の暮らしと医療を支えるためには切れ目のない看
護提供システムが不可欠であり、多様な場で発揮できる看
護実践能力育成のための教育内容の充実と継続性の強
化が必要であることを再確認することができました。
　「病院の規模や機能に合わせてどんな看護師を育成し
ていくか明確にすることが大切。」「看護実践能力の到達
状況確認の主体はあくまでも看護師個人であり、評価者
は個人が自己の課題に気づき、継続して取り組めるよう、
コーチング的なかかわりを行うことが重要である」ことを
学びました。
　次に病院発表として、雲南市立病院の前島里子氏よ

り、看護部長の宣言
をかわきりにデル
ファイ法という手法
を用いてラダーの作
成や運用について
検討されたこと、島
根県立中央病院の
山本真理子氏からは、既存のラダーからJNAラダーを取り
入れたラダーへの改訂のプロセスと運用方法について紹介
していただきました。最後にグループワークで、ラダーの導
入、活用の現状や課題について情報交換を行い、講師や
発表者とディスカッションを行いました。「既存のラダーと
JNAラダーとのすり合わせが難しい」や「評価者がきちん
と理解していくことが課題」「スタッフに受け入れてもらえ
るような説明を行っていきたい」など意見がきかれ、ラダーを
活用した人材育成について考える機会となりました。
　看護師職能委員として今後も地域包括ケアシステムの
推進における看護の質の担保や人材育成について皆様と
共に考え、課題解決に取り組んでいきたいと考えます。

支 部 活 動職 能 委 員 会 活 動
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交流会の案内をもらう

復職
復職後も再就業チャレンジ講習会へ
の参加で知識・技術を学ぶ

移動ナースバンクへ相談

職場見学・同行訪問

福祉職場チャレンジ
交流会に参加

届出票
氏名

訪問看護ステーションかわもと　 廣澤  有香
　昨年度スタートした島根県新卒訪問看
護師プログラムの1期生です。この講習会で
は、医療現場で看護を実践している講師か
ら直接話を聞けたことが学びになりまし
た。受講生同士でわからないことを聞き

あったりし、悩みは同じだと感じました。実習では勤務先
で少ない医療保険利用者のケースも学ぶことができ、貴
重な体験でした。
　一人ひとりに向き合う在宅の中で、観察眼を鍛え「また
来てほしい」といわれる訪問看護師になりたいです。最近
独り立ちしました♡

生協のぞみ訪問看護ステーション　 森本  杏樹
　新卒プログラム2期生です。上司から、こ
の講習会はｅラーニングもあり8か月かけ
てゆっくり学べることや友達も出来るから
と勧めてもらいました。新人研修もあります
が、私以外の新人は病棟勤務なので、訪問

看護のことをもっと学びたい私には最適でした。
　ｅラーニングは何回も回数を重ねて、自分の好きな時に
勉強でき、グループワークでは他施設の方の苦労話や乗
り越えたエピソードなど色々教えてもらい、ますます魅力
を感じました。講師の先生方から教わった実技は日々の訪
問ですぐに活かせることばかりで、自信にもなりました。
　利用者、家族の声をしっかり聴き個別性のある看護をめ
ざしたいです。

ナースセンターは多様な働き方を紹介しています。ナースセンターは多様な働き方を紹介しています。

救護の仕事内容

　スポーツ大会(高校野球・陸上競技等)や各種イ
ベント(時々宿泊あり)でのケガや応急対応で、宿泊
の救護も受けています。

救護の仕事での印象的なエピソードややりがい

　当初はどのように動いてよいか見当がつかず不
安でしたが、回数を重ねる度にだんだんと慣れてい
きました。
　特に子供たちが参加するイベントなどは一緒に
体を動かし励まし声援を送る、達成できた時は共に
喜びあうなど大いに元気をもらいました。また、一
生懸命頑張る姿は、可愛らしく疲れも吹き飛びま
す。

　退職後フルタイムでの就業は考えていませんでした。
　移動ナースバンクの就業相談員さんに「空いた時
間に救護の仕事をやってみない？」と誘われ、空いた
時間ならできると思い救護登録をしました。

救護の仕事についたきっかけ

私の復職ストーリー私の復職ストーリー

訪問看護ステーションいずも　永澤　真理子

　いつか看護師として社会に復帰したいという思いはあったものの、その
中に訪問看護という選択肢はありませんでした。看護の現場を離れて10
年以上が経過し経験が少なくブランクの長い私にはできないと思ってい
たからです。不安が大きく一歩を踏み出せずにいた私ですが、その頃福祉
職場チャレンジ交流会に参加し、近くの移動ナースバンクで就業相談が
出来る事を聞き、早速行ってみました。就業相談員さんにじっくり話を聞
いてもらい、訪問看護ステーションの見学設定と同行もしていただきまし
た。ベテランの就業相談員さんがそばについていてくださって、とても心
強く見学時の話も安心して聞くことができました。
　就業後も再就業チャレンジ講習会などに参加し、学んだことが訪問看
護の現場で大いに役立っています。また交流会では様々な立場の方のお
話を聞くことができ、看護師が活躍できる場の幅広さを実感しました。

復職のきっかけ

　出産・育児の時期には子育てがしっかりでき
る時間を優先した働き方を大切にしています。
将来は正職員として頑張ってほしいと思ってい
ます。

所長　福場　衣里子

採用施設の立場から

　私には３人の子供がいます。学校行事や日々の子育ても大切にしたい
という思いがあり、そのためには私自身に余裕があった方が良いと考え、
現在は非常勤という形で勤務しています。
　これからも、子育てをしながら訪問看護師としてステップアップできる
ように頑張ります。

現在の思いと今後への希望

ナースセンターを上手に活用してください。
と を無料でサポートします！看護職 求人施設

27名の修了生の皆さま  おめでとうございます

eラーニングを
使って好きな時間

に何度でも
勉強できた

現場で活躍
している講師
の話ばかりで
ためになった

他施設の
いろいろな人と
話ができ視野が

広がった月1回7日間
なので仕事と両立

しやすかった

充実した日々だった
終わるのがさみしい

相談できる
仲間ができた

訪問看護が
より楽しくなった

受講の感想受講の感想

レポートを書く
力がアップした

～島根県新卒訪問看護師プログラムの 1期生、2期生も頑張りました～～島根県新卒訪問看護師プログラムの 1期生、2期生も頑張りました～

2019年度訪問看護師養成講習会　訪問看護人材養成基礎カリキュラム

高橋 清香新たな出会いや面白い体験もできる救護の仕事です!
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松江
保103・助79・看1,756・准32

計1,970

出雲
保36・助115・看1,936・准44

計2,131

雲南
保42・助12・看280・准23

計357

大田
保20・助20・看271・准14

計325

浜田
保23・助28・看395・准11

計457

益田
保34・助17・看490・准21

計562

隠岐
保23・助8・看95・准1

計127

合計
保281・助279・看5,223・准146

計5,929（昨年同期：5,915）

　令和初の新年を迎えました。2020年
は子年（ねずみ年）で、十二支の最初の
干支となります。新しく何かがスタート
するときは、いつもワクワクします。皆さ
んにとって、よい年でありますように。
今年もよろしくお願いします。

　皆様あけましておめでとうございます。
地域包括ケアシステム推進の中で、院内
だけではなく地域まで見据えた看護が
求められていると感じています。当地域
の高齢化率は40％以上あり、入院患者

の約7割は退院調整が必要です。患者さんが安心して住
み慣れた場所で生活できるよう支援していくために、多
職種と連携し、患者さん一人ひとりに向き合った看護を
めざして日々努力しているところです。

　当院の地域における役割は、郡内唯一の急性期医療
を維持していくことですが、小児・周産期など不採算に
関わる医療看護の提供も必要な地域です。地域のニー
ズに対応できるよう日々研鑽するとともに、診療看護師
や認知症認定看護師などの活動を充実させ、看護師が
キーパーソンとなって地域につなげていきたいと考えま
す。

島根における看護師基礎教育を考える会
日　時：令和2年2月9日（日）13：00～16：00
会　場：島根県立大学出雲キャンパス　5号館1階　中講義室
講　師：岡島さおり氏　日本看護協会常任理事
シンポジウム：シンポジスト3名

島根県健康福祉部長　吉川敏彦氏
島根県立大学看護栄養学部長　梶谷みゆき氏
松江赤十字病院看護部長　加納さえ子氏

助産師出向支援導入事業報告会
日　時：令和2年3月7日（土）13：00～16：00
会　場：島根県民会館
講　師：日本看護協会常任理事　井本寛子氏

島根県看護協会・看護連盟合同研修会
日　時：令和2年3月20日（金）13：00～16：00
会　場：島根県看護研修センター
講　師：参議院議員　石田昌弘氏

・診療報酬改定の動向を知る
・看護現場の現状や課題についての意見交換

訪問看護出向研修事業報告会
日　時：令和2年3月14日（土）13：00～16：30
会　場：島根大学医学部看護学科N11
講　師：日本看護協会　医療政策部在宅看護課　堀川尚子氏

会員の皆さま専用WEBページ「キャリナース」をぜひご利用ください！会員の皆さま専用WEBページ「キャリナース」をぜひご利用ください！

　キャリナースにご登録いただくと、会員情報の変更や電子会員証の表示機能のほか、都道府県看護協会や日本看護協会で
受講した研修の履歴が確認できます。受講証明書の発行が可能で、資格取得や更新、申請施設への提出などが必要なときに、
研修受講履歴証明書や一覧表も印刷できます。

　看護協会では、会員の皆さまのキャリア構築を支援する会員専用WEBページを提供しています。
（URL：https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101）

　看護協会では、会員の皆さまのキャリア構築を支援する会員専用WEBページを提供しています。
（URL：https://kaiin.nurse.or.jp/members/JNG000101）

（令和元年12月22日現在）
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公益社団法人 島根県看護協会

公立邑智病院　看護部長　田形　成美

「地域包括ケアシステム推進の中での看護部の役割」

大田市 /三瓶雲海大田市 /三瓶雲海
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● 研修受講履歴の登録・確認・受講証明書の発行。（2018年度以降）
● 氏名（改姓）、住所、電話番号、勤務先などの会員情報の変更。
● 会員証の再発行手続きや電子会員証の表示。
● 会費納入状況の確認や領収書の発行。　● 協会ニュースの閲覧や文献検索。

キャリナースでできること


